
























としては，1960 年代と 70 年代については，目次もオビ文言もないケースが多い．逐刊記事の題
目には特集の題目における出現を含む．　






















































は 98 年（6件）に初めて出現して以降，ほぼ一本調子で増え続け，2017 年に







989 件，逐刊記事 3,284 件）の題目から成るコーパスを，題目を単位として分
析し，市民社会がどのような時期にどの程度言及されたか，また他のいかなる
語句とどれほど頻繁に共起したてきたかを，テキストマイニングツール SPSS/










会の初出は図書題目において 1935 年，逐刊記事題目において 1948 年であり，
その件数は 70 年代前半までにかけ概ね増え続けた．その後 70 年代後半から減
少に転じ，80 年代いっぱい微減した．90 年代に状況は一変し，特に 90 年代後







































　　これを要するに，例えば「マルクス」の場合，1960 年から 1969 年までの逐刊記事における出
現数は「9」である．頻度は 9を 54 で除して 100 を乗じて 16.66，小数点第 2位を四捨五入して
「16.7」である．「マルクス」の図書全体での頻度は，各期間の「マルクス」の頻度の合計を 15 で
除して「5.46」である．特異性は 16.66 を 5.46 で除して 3.05，小数点第 2位を四捨五入して「3.1」
である．
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図 書 出現数 出現率 逐 刊 図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性
歴史 180 21.5 国家 89 8.8 歴史 12 42.4 2.0 ヘーゲル 7 20.0 3.0
近代 110 19.4 問題 72 8.6 近代 9 36.4 1.9 問題 5 14.3 1.7
国家 157 16.8 法 81 8.3 国家 8 27.3 1.6 スミス 4 11.4 2.2
法 138 16.6 日本 79 7.4 資本 7 24.2 2.4 近代 4 11.4 1.6
問題 146 15.7 近代 67 7.0 精神 7 21.2 4.0 法 4 11.4 1.4
日本 244 15.6 ヘーゲル 67 6.7 フランス 6 21.2 2.6 経済 4 11.4 2.3
現代 145 14.8 歴史 55 6.3 階級 6 18.2 15.2 英国 3 8.6 2.7
自由 100 14.0 マルクス 59 5.5 宗教 6 18.2 3.1 批判 3 8.6 2.2
政治 150 12.1 スミス 36 5.1 科学 6 18.2 2.5 思想 3 8.6 1.8
思想 94 12.0 経済 42 4.9 英国 6 18.2 1.6 歴史 3 8.6 1.4
英国 57 11.7 思想 48 4.8 自由 6 18.2 1.3 系譜 2 5.7 4.7
経済 89 11.5 社会主義 67 4.2 ドイツ 5 15.2 1.7 論理 2 5.7 4.0
世界 103 10.8 中心 38 4.2 問題 5 15.2 1.0 アメリカ 2 5.7 3.7
資本 61 10.1 現代 58 4.0 法 5 15.2 0.9 倫理 2 5.7 2.9
ヨーロッパ 83 9.4 批判 25 3.9 倫理 4 12.1 3.3 自由 2 5.7 2.4
成立 35 9.0 ドイツ 40 3.7 系譜 4 12.1 2.2 構造 2 5.7 2.1
ドイツ 59 8.9 政治 29 3.6 人間 4 12.1 1.6 教育 2 5.7 1.8
フランス 40 8.2 考察 25 3.5 成立 4 12.1 1.4 哲学 2 5.7 1.7
哲学 51 7.9 哲学 30 3.4 世界 4 12.1 1.1 考察 2 5.7 1.6
人間 54 7.7 新しい 33 3.3 現代 4 12.1 0.8
教育 78 7.7 英国 16 3.2
課題 117 7.6 概念 37 3.1
民主 109 7.4 グローバル 39 3.1
マルクス 43 7.4 教育 26 3.1
理論 69 7.3 構造 44 2.8
新しい 124 7.2 人間 32 2.7
科学 46 7.1 現在 41 2.4
文化 89 6.7 自由 27 2.4
労働 51 6.7 課題 35 2.3
批判 50 6.5 成立 28 2.3
年 4 5 9 1 - 5 3 9 1算 通 の 年 8 1 0 2 - 5 3 9 1
出現数 出現率
図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性
自由 9 32.1 2.3 ヘーゲル 5 18.5 2.8
近代 9 32.1 1.7 国家 5 18.5 2.1
法 8 28.6 1.7 英国 4 14.8 4.6
労働 7 25.0 3.8 中心 4 14.8 3.6
経済 7 25.0 2.2 マルクス 4 14.8 2.7
歴史 6 21.4 1.0 法 4 14.8 1.8
ヘーゲル 5 17.9 3.4 問題 4 14.8 1.7
問題 5 17.9 1.1 食 3 11.1 7.9
国家 4 17.9 1.1 移行 2 7.4 15.0
概念 4 14.3 2.6 新聞 2 7.4 15.0
スミス 4 14.3 2.3 現象 2 7.4 11.4
構造 4 14.3 2.3 インド 2 7.4 9.1
教育 4 14.3 1.9 性格 2 7.4 6.4
人間 4 14.3 1.8 犯罪 2 7.4 5.8
哲学 4 14.3 1.8 時代 2 7.4 5.3
ドイツ 4 14.3 1.6 関係 2 7.4 3.5
成立 4 14.3 1.6 考察 2 7.4 2.1
ヨーロッパ 4 14.3 1.5 経済 2 7.4 1.5
資本 4 14.3 1.4 近代 2 7.4 1.1
世界 4 14.3 1.3 日本 2 7.4 1.0
思想 4 14.3 1.2
政治 4 14.3 1.2
現代 4 14.3 1.0
年 4 6 9 1 - 5 5 9 1
図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性
近代 10 31.3 1.6 ヘーゲル 7 20.0 3.0
歴史 8 25.0 1.2 問題 5 14.3 1.7
自由 7 21.9 1.6 スミス 4 11.4 2.2
国家 7 21.9 1.3 近代 4 11.4 1.6
系譜 6 18.8 3.4 法 4 11.4 1.4
労働 5 15.6 2.3 経済 4 11.4 2.3
教育 5 15.6 2.0 英国 3 8.6 2.7
フランス 5 15.6 1.9 批判 3 8.6 2.2
成立 5 15.6 1.7 思想 3 8.6 1.8
英国 5 15.6 1.3 歴史 3 8.6 1.4
危機 4 12.5 3.3 系譜 2 5.7 4.7
スミス 4 12.5 2.0 論理 2 5.7 4.0
科学 4 12.5 1.8 アメリカ 2 5.7 3.7
ドイツ 4 12.5 1.4 倫理 2 5.7 2.9
資本 4 12.5 1.2 自由 2 5.7 2.4
現代 4 12.5 0.8 構造 2 5.7 2.1
法 4 12.5 0.8 教育 2 5.7 1.8
現実 3 9.4 2.6 哲学 2 5.7 1.7
日本 3 9.4 1.8 考察 2 5.7 1.6
国際 3 9.4 1.8
ヘーゲル 3 9.4 1.7
哲学 3 9.4 1.6
家族 3 9.4 1.6
発展 3 9.4 1.6
人間 3 9.4 1.5
現実 3 9.4 1.2
研究 3 9.4 1.2
形成 3 9.4 0.8
概念 3 9.4 0.8
経済 3 9.4 1.2
思想 3 9.4 0.8
再建 3 9.4 0.8
年 9 5 9 1 - 0 5 9 1
【図 2】⽇本の市⺠社会⾔論における最頻出語句（1）
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図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性
ヨーロッパ 6 31.6 3.4 マルクス 9 16.7 3.1 成立 7 22.6 2.5 社会主義 45 21.7 5.2
自由 6 31.6 2.3 国家 9 16.7 1.9 日本 7 22.6 1.5 問題 36 17.4 2.0
法 6 31.6 1.9 7 13.0 11.9 英国 6 19.4 1.7 マルクス 24 11.6 2.1
近代 6 31.6 1.6 近代 7 13.0 1.8 歴史 6 19.4 0.9 国家 19 9.2 1.0
成立 5 26.3 2.9 展開 6 11.1 6.0 マルクス 5 16.1 2.2 現代 18 8.7 2.2
世界 5 26.3 2.4 5 9.3 1.4 世界 5 16.1 1.5 思想 18 8.7 1.8
経済 5 26.3 2.3 問題 5 9.3 1.1 社会主義 4 12.9 2.9 スミス 18 8.7 1.7
英国 5 26.3 2.2 中心 4 7.4 1.8 批判 4 12.9 2.0 歴史 18 8.7 1.4
歴史 5 26.3 1.2 日本 4 7.4 1.0 思想 4 12.9 1.1 人間 16 7.7 2.8
背景 4 21.1 5.0 関係 3 5.6 2.6 個人 3 9.7 4.1 経済 16 7.7 1.6
社会主義 4 21.1 4.7 成立 3 5.6 2.5 なぜ 3 9.7 3.8 近代 15 7.2 1.0
構造 4 21.1 3.3 英国 3 5.6 1.7 中心 3 9.7 2.0 共同体 13 6.3 3.8
人間 4 21.1 2.7 ドイツ 3 5.6 1.5 系譜 3 9.7 1.7 共同性 10 4.8 6.6
思想 4 21.1 1.8 現代 3 5.6 1.4 発展 3 9.7 1.7 日本 10 4.8 0.7
政治 4 21.1 1.7 思想 3 5.6 1.2 社会学 3 9.7 1.7 展開 9 4.3 2.3
日本 4 21.1 1.4 歴史 3 5.6 0.9 社会的 3 9.7 1.6 ヘーゲル 9 4.3 0.6
問題 4 21.1 1.3 法 3 5.6 0.7 スミス 3 9.7 1.6 資本 8 3.9 2.2
展望 3 15.8 3.3 大衆社会 2 3.7 15.0 展開 3 9.7 1.5 貨幣 7 3.4 7.2
ヘーゲル 3 15.8 3.0 貨幣 2 3.7 7.8 科学 3 9.7 1.4 平田清明 7 3.4 4.8
社会学 3 15.8 2.7 宗教 2 3.7 4.4 民主 3 9.7 1.3 公害問題 7 3.4 3.1
社会的 3 15.8 2.7 環境 2 3.7 3.9 人間 3 9.7 1.2 ヨーロッパ 7 3.4 2.2
宗教 3 15.8 2.7 犯罪 2 3.7 2.9 ヨーロッパ 3 9.7 1.0 概念 7 3.4 1.1
展開 3 15.8 2.5 時代 2 3.7 2.6 現代 3 9.7 0.7 中心 7 3.4 0.8
科学 3 15.8 2.2 食 2 3.7 2.6 問題 3 9.7 0.6 理論 6 2.9 1.6
理論 3 15.8 2.2 資本 2 3.7 2.1 近代 3 9.7 0.5 成立 6 2.9 1.3
民主 3 15.8 2.1 都市 2 3.7 2.0 哲学 6 2.9 0.9
哲学 3 15.8 2.0 概念 2 3.7 1.2 ロック 5 2.4 2.3
フランス 3 15.8 1.9 経済 2 3.7 0.7 教育 5 2.4 0.8
ドイツ 3 15.8 1.8 ドイツ 5 2.4 0.6
現代 3 15.8 1.1 法 5 2.4 0.3
国家 3 15.8 0.9




図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性 図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性
歴史 12 23.5 1.1 社会主義 58 20.9 4.9 現代 11 25.0 1.7 ヘーゲル 26 13.8 2.0
現代 11 21.6 1.5 問題 35 12.6 1.5 歴史 9 20.5 1.0 日本 26 13.8 1.9
英国 10 19.6 1.7 日本 31 11.2 1.5 英国 8 18.2 1.6 中心 21 11.1 2.7
近代 8 15.7 0.8 マルクス 29 10.4 1.9 近代 8 18.2 0.9 マルクス 18 9.5 1.7
スミス 7 13.7 2.2 現代 25 9.0 2.2 思想 7 15.9 1.3 近代 18 9.5 1.4
成立 6 11.8 1.3 スミス 23 8.3 1.6 法 7 15.9 1.0 国家 18 9.5 1.1
思想 6 11.8 1.0 歴史 22 7.9 1.3 スミス 6 13.6 2.2 ロッキード 14 7.4 8.9
日本 6 11.8 0.8 ヘーゲル 21 7.6 1.1 社会学 5 11.4 2.0 ドイツ 14 7.4 2.0
法 6 11.8 0.7 国家 21 7.6 0.9 形成 5 11.4 1.8 現代 14 7.4 1.8
批判 5 9.8 1.5 経済 20 7.2 1.5 経済 5 11.4 1.0 社会主義 14 7.4 1.8
マルクス 5 9.8 1.3 共同体 19 6.8 4.1 マルクス 4 9.1 1.2 批判 13 6.9 1.8
問題 5 9.8 0.6 思想 19 6.8 1.4 成立 4 9.1 1.0 経済 13 6.9 1.4
研究 4 7.8 1.5 人間 18 6.5 2.4 国家 4 9.1 0.5 歴史 13 6.3 1.0
アメリカ 4 7.8 1.4 中心 18 6.5 1.6 生活 3 6.8 1.4 哲学 12 5.8 1.7
社会学 4 7.8 1.4 ロッキード 14 5.0 6.1 中心 3 6.8 1.4 理論 11 5.3 2.8
形成 4 7.8 1.2 概念 14 5.0 1.6 研究 3 6.8 1.3 形成 10 5.3 2.7
展開 4 7.8 1.2 近代 14 5.0 0.7 アメリカ 3 6.8 1.3 構造 10 5.3 1.9
経済 4 7.8 0.7 哲学 13 4.7 1.4 批判 3 6.8 1.1 概念 10 5.3 1.7
方法 3 5.9 1.9 批判 13 4.7 1.2 文化 3 6.8 1.0 思想 10 5.3 1.1
論理 3 5.9 1.6 構造 12 4.3 1.6 理論 3 6.8 0.9 法 10 5.3 0.6
危機 3 5.9 1.5 共同性 11 4.0 5.4 哲学 3 6.8 0.9 政治 8 4.2 1.2
生活 3 5.9 1.2 形成 11 4.0 2.0 政治 3 6.8 0.6 スミス 8 4.2 0.8
中心 3 5.9 1.2 資本 10 3.6 2.1 日本 3 6.8 0.4 政党 7 3.7 4.2
概念 3 5.9 1.1 理論 10 3.6 1.9 提言 2 4.5 3.7 ロック 7 3.7 3.6
社会的 3 5.9 1.0 ヨーロッパ 9 3.2 2.1 方法 2 4.5 1.5 共同体 7 2.27.3
文化 3 5.9 0.9 教育 9 3.2 1.0 現実 2 4.5 1.3 人間 7 3.7 1.4
理論 3 5.9 0.8 ドイツ 9 3.2 0.9 論理 2 4.5 1.2 新しい 7 3.7 1.1
教育 3 5.9 0.8 ロック 8 2.9 2.8 危機 2 4.5 1.2 家族 6 3.2 4.8
哲学 3 5.9 0.7 考察 2 4.5 0.9 資本 6 3.2 1.8
世界 3 5.9 0.5 概念 2 4.5 0.8 成立 6 3.2 1.4
展開 2 4.5 0.7 自由 6 3.2 1.3
教育 2 4.5 0.6 教育 6 3.2 1.0
フランス 2 4.5 0.6
ドイツ 2 4.5 0.5
年 4 8 9 1 - 5 7 9 1年 9 7 9 1 - 0 7 9 1
【図 2】⽇本の市⺠社会⾔論における最頻出語句（2）
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図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性
問題 14 21.5 1.4 国家 19 10.4 1.2
法 13 20.0 1.2 近代 16 8.8 1.2
国家 13 20.0 1.2 歴史 14 7.7 1.2
近代 13 20.0 1.0 成立 13 7.1 3.2
経済 12 18.5 1.6 現在 13 7.1 2.9
自由 11 16.9 1.2 ドイツ 13 7.1 1.9
現在 10 15.4 2.5 ヘーゲル 12 6.6 1.0
マルクス 10 15.4 2.1 企業 11 6.0 3.0
現代 10 15.4 1.0 思想 10 5.5 1.2
労働 9 13.8 2.1 日本 10 5.5 0.7
政治 9 13.8 1.1 政治 9 4.9 1.4
批判 8 12.3 1.9 社会主義 9 4.9 1.2
思想 8 12.3 1.0 法 9 4.9 0.6
自治 7 10.8 3.7 文化 8 4.4 4.8
課題 7 10.8 1.4 可能性 8 4.4 2.9
英国 7 10.8 0.9 都市 8 4.4 2.4
日本 7 10.8 0.7 問題 8 4.4 0.5
運動 6 9.2 2.2 グラムシ 7 3.8 3.2
戦後 6 9.2 2.0 ヨーロッパ 7 3.8 2.5
哲学 6 9.2 1.2 世界 7 3.8 2.1
ドイツ 6 9.2 1.0 グローバル 7 3.8 1.2
ヨーロッパ 6 9.2 1.0 考察 7 3.8 1.1
資本 6 9.2 0.9 国連 6 3.3 4.8
歴史 6 9.2 0.4 社会的 6 3.3 3.2
自由 6 3.3 1.4
人間 6 3.3 1.2
成熟 5 2.7 3.6
フランス 5 2.7 3.1
アメリカ 5 2.7 1.8
教育 5 2.7 0.9
概念 5 2.7 0.9
新しい 5 2.7 0.8
マルクス 5 2.7 0.5
年 4 9 9 1 - 5 8 9 1
図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性
国家 9 19.6 1.2 近代 21 13.2 1.9
近代 7 15.2 0.8 国家 21 13.2 1.5
経済 6 13.0 1.1 ヘーゲル 17 10.7 1.6
思想 6 13.0 1.1 歴史 15 9.4 1.5
政治 6 13.0 1.1 ドイツ 14 8.8 2.4
現代 6 13.0 0.9 思想 12 7.5 1.6
現在 5 10.9 1.8 政治 11 6.9 1.9
批判 5 10.9 1.7 マルクス 11 6.9 1.3
労働 5 10.9 1.6 自由 9 5.7 2.4
マルクス 5 10.9 1.5 考察 9 5.7 1.6
問題 5 10.9 0.7 法 9 5.7 0.7
社会学 4 8.7 1.5 成立 8 5.0 2.2
形成 4 8.7 1.4 人間 8 5.0 1.8
新しい 4 8.7 1.2 中心 8 5.0 1.2
哲学 4 8.7 1.1 経済 8 5.0 1.0
ドイツ 4 8.7 1.0 グラムシ 7 4.4 3.6
資本 4 8.7 0.9 理論 7 4.4 2.4
英国 4 8.7 0.7 現在 7 4.4 1.8
日本 4 8.7 0.6 批判 7 4.4 1.1
法 4 8.7 0.5 社会主義 7 4.4 1.0
都市 6 3.8 2.0
現代 6 3.8 0.9
問題 6 3.8 0.4
概念 5 3.1 1.0
学哲 5 3.1 0.9
家族 4 2.5 3.8
国民 4 2.5 3.6
宗教 4 2.5 3.0
フランス 4 2.5 2.8
研究 4 2.5 2.8
ロック 4 2.5 2.4
公共 4 2.5 1.7
年 9 8 9 1 - 0 8 9 1
【図 2】⽇本の市⺠社会⾔論における最頻出語句（3）
ボランティア
図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性 図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性
法 27 25.5 1.5 法 56 11.7 1.4 日本 72 25.0 1.6 グローバル 114 10.4 3.4
問題 25 23.6 1.5 日本 47 9.8 1.3 歴史 50 18.1 0.8 国家 114 10.4 1.2
現在 20 17.9 2.9 国家 47 9.8 1.1 グローバル 48 17.4 3.3 新しい 109 10.0 3.1
日本 19 17.0 1.1 グローバル 41 8.6 2.8 新しい 46 16.7 2.3 日本 103 9.4 1.3
近代 17 16.0 0.8 企業 38 7.9 3.9 問題 46 16.7 1.1 法 89 8.2 1.0
自由 16 15.1 1.1 現在 33 6.9 2.8 法 46 16.7 1.0 非営利 85 7.8 3.8
国家 16 15.1 0.9 30 6.3 6.4 国家 43 15.6 0.9 課題 69 6.3 2.7
歴史 16 15.1 0.7 課題 30 6.3 2.7 政治 40 14.5 1.2 国際 62 5.7 3.0
新しい 15 14.2 2.0 問題 29 6.1 0.7 現代 39 14.1 1.0 求める 59 5.4 4.8
世界 14 13.2 1.2 構造 28 5.8 2.1 課題 38 13.8 1.8 現代 59 5.4 1.3
経済 14 13.2 1.1 ネットワーク 27 5.6 6.7 現在 37 13.4 2.2 ２１世紀 56 5.1 4.4
現代 14 13.2 0.9 現代 27 5.6 1.4 民主 37 13.4 1.8 問題 53 4.9 0.6
政治 13 12.3 1.0 生涯学習 26 5.4 7.3 世界 35 12.7 1.2 役割 52 4.8 2.6
思想 12 11.3 0.9 新しい 26 5.4 1.7 ２１世紀 34 12.3 4.0 可能性 51 4.7 3.1
２１世紀 11 10.4 3.4 近代 22 4.6 0.7 時代 32 11.6 3.4 現在 50 4.6 1.9
理論 11 10.4 1.4 非営利 20 4.2 2.0 近代 31 11.2 0.6 NGO 48 4.4 3.7
民主 11 10.4 1.4 ヘーゲル 18 3.8 0.6 地域 30 10.9 2.5 企業 45 4.1 2.0
課題 11 10.4 1.4 犯罪 17 3.5 2.8 国際 27 9.4 1.6 ボランティア 44 4.0 4.1
企業 10 9.4 1.9 概念 17 3.5 1.1 経済 27 9.4 0.8 公共 43 3.9 2.7
文化 9 8.5 1.3 オウム 16 3.3 10.1 思想 27 9.4 0.8 ネットワーク 42 3.8 4.5
マルクス 9 8.5 1.1 銀行 15 3.1 10.4 向ける 26 8.7 3.5 向ける 41 3.8 3.0
非営利 8 7.5 3.0 悪 15 3.1 9.5 非営利 24 8.7 3.5 近代 41 3.8 0.5
時代 8 7.5 2.2 検証 15 3.1 7.3 展開 24 8.7 1.4 教育 38 3.5 1.1
研究 8 7.5 1.4 安全 15 3.1 4.6 アジア 23 8.3 2.1 歴史 38 3.5 0.6
社会学 8 7.5 1.3 文化 15 3.1 3.4 文化 23 8.3 1.2 政治 37 3.4 1.0
社会的 8 7.5 1.3 政策 15 3.1 2.7 理論 23 8.3 1.1 安全保障 35 3.2 5.1
形成 8 7.5 1.2 可能性 15 3.1 2.1 可能性 22 8.0 3.5 民主 35 3.2 2.2
ヨーロッパ 8 7.5 0.8 自由 15 3.1 1.3 つくる 22 8.0 3.5 構造 34 3.1 1.1
教育 15 3.1 1.0 概念 34 3.1 1.0
ドイツ 15 3.1 0.8
年 4 0 0 2 - 5 9 9 1年 9 9 9 1 - 0 9 9 1
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図 書 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性 図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性
日本 116 27.4 1.8 日本 148 10.8 1.5 日本 136 28.8 1.8 日本 174 ### 1.9
グローバル 82 20.6 3.9 新しい 146 10.5 3.2 グローバル 82 17.9 3.4 法 105 8.5 1.0
歴史 67 16.8 0.8 国家 144 10.4 1.2 政治 78 17.0 1.4 国家 103 8.3 0.9
国家 65 16.6 1.0 グローバル 122 8.8 2.8 歴史 78 17.0 0.8 アジア 96 7.8 4.4
課題 60 15.1 2.0 非営利 104 7.5 3.7 現代 72 15.7 1.1 新しい 85
政治 58 14.8 1.2 法 89 6.4 0.8 国家 71 15.5 0.9 役割 80 6.5 3.5
新しい 58 14.6 2.0 ２１世紀 85 6.1 5.3 課題 66 14.4 1.9 グローバル 74 6.0 1.9
現代 54 13.8 0.9 国際 79 5.7 3.0 新しい 64 13.9 1.9 政治 73 5.9 1.7
民主 53 13.3 1.8 公共 76 5.5 3.8 問題 60 13.1 0.8 国際 61 4.9 2.6
地域 51 12.8 3.0 役割 73 5.3 2.9 国際 58 12.6 2.2 非営利 60 4.9 2.4
問題 51 12.8 0.8 現代 68 4.9 1.2 現在 57 12.4 2.0 教育 60 4.9 1.6
世界 47 11.8 1.1 課題 66 4.8 2.0 地域 56 12.2 2.8 地域 59 4.8 3.2
法 47 11.8 0.7 アジア 65 4.7 2.6 民主 55 12.0 1.6 課題 58 4.7 2.0
国際 46 11.6 2.0 民主 64 4.6 3.1 世界 54 11.8 1.1 現代 55 4.5 1.1
現在 45 11.3 1.8 政治 64 4.6 1.3 法 53 11.5 0.7 考える 53 4.3 3.5
文化 42 10.1 1.5 求める 61 4.4 3.9 文化 51 10.9 1.6 民主 53 4.3 2.9
２１世紀 40 9.5 3.1 NGO 59 4.3 3.6 運動 50 10.0 2.3 世界 53 4.3 2.3
向ける 38 9.3 3.7 世界 57 4.1 2.2 アジア 46 9.8 2.5 公共 51 4.1 2.9
役割 38 9.3 3.1 可能性 56 4.0 2.7 つくる 44 9.6 4.2 ガバナンス 50 4.0 4.7
アジア 38 9.3 2.3 向ける 55 4.0 3.2 政策 43 9.4 1.9 社会組織 45 3.6 5.5
時代 36 9.0 2.7 考える 54 3.9 3.2 ガバナンス 39 8.5 4.3 企業 44 3.6 1.8
つくる 35 8.8 3.8 教育 53 3.8 1.2 企業 39 8.5 1.7 韓国・朝鮮 43 3.5 3.3
ヨーロッパ 34 8.5 0.9 ガバナンス 52 3.7 4.3 自由 39 8.5 0.6 市場 42 3.4 6.7
経済 34 8.5 0.7 地域 50 3.6 2.4 NGO 38 8.3 3.8 ２１世紀 42 3.4 2.9
ガバナンス 33 8.3 4.2 目指す 46 3.3 3.7 関係 38 8.3 1.6 NGO 42 3.4 2.9
NGO 33 8.3 3.8 考察 46 3.3 0.9 ヨーロッパ 38 8.3 0.9 ドイツ 42 3.4 0.9
可能性 33 8.3 3.7 公共性 45 3.2 4.2 思想 38 8.3 0.7 東アジア 41 3.3 5.2
運動 33 8.3 1.9 歴史 45 3.2 0.5 教育 36 7.8 1.0 中国 40 3.2 2.6
アメリカ 33 8.3 1.5 問題 45 3.2 0.4 韓国・朝鮮 35 7.6 4.0 現在 40 3.2 1.3
展開 33 8.3 1.3 つくる 44 3.2 3.4 向ける 34 7.4 3.0 歴史 39 3.2 0.5
企業 44 3.2 1.6
年 4 1 0 2 - 5 0 0 2年 9 0 0 2 - 0 0 0 2
出現数
図 書 出現数 出現率 特異性 逐 刊 出現数 出現率 特異性
日本 89 26.9 1.7 日本 126 14.4 2.0
政治 64 19.8 1.6 法 85 9.7 1.2
歴史 61 18.9 0.9 アジア 71 8.1 4.5
現代 51 15.8 1.1 役割 68 7.8 4.2
グローバル 50 15.5 3.0 グローバル 62 7.1 2.3
国家 50 15.5 0.9 消費 59 6.7 3.9
問題 49 15.2 1.0 国際 54 6.2 3.2
新しい 45 13.9 1.9 政治 54 6.2 1.7
自由 43 13.3 1.0 地域 52 5.9 3.9
法 41 12.7 0.8 教育 52 5.9 1.9
課題 40 12.1 1.6 国家 51 5.8 0.7
民主 39 11.8 1.6 課題 45 5.1 2.2
地域 38 11.5 2.6 民主 43 4.9 3.3
関係 37 11.1 2.2 韓国・朝鮮 41 4.7 4.4
国際 37 11.1 1.9 新しい 41 4.7 1.4
現在 36 10.8 1.8 歴史 39 4.5 0.7
政策 35 10.5 2.2 社会組織 37 4.2 6.4
アジア 34 10.2 2.6 向ける 37 4.2 3.4
運動 32 9.9 2.3 可能性 36 4.1 2.7
文化 32 9.9 1.5 企業 35 4.0 2.0
思想 30 9.3 0.8 近代 34 3.9 0.6
アメリカ 29 9.0 1.7 東アジア 33 3.8 5.9
ヨーロッパ 29 9.0 1.0 中国 33 3.8 3.1
世界 29 9.0 0.8 現在 33 3.8 1.5
中国 28 8.7 3.8 取り組み 32 3.7 8.3
教育 28 8.7 1.1 震災 32 3.7 5.8
つくる 26 8.0 3.5 平和 32 3.7 3.8
近代 26 8.0 0.4 非営利 32 3.7 1.8
時代 24 7.4 2.2 問題 32 3.7 0.4
形成 31 3.5 1.8






















　《欧米思想》は図書の 372 件（全 989 件に対して約 37.6%），逐刊の 785 件























「ロック」は 70 年代から 80 年代にかけて頻出している．「グラムシ」は 60 年
代に現われた．「グラムシ」はほとんどの期間において前四者より出現率が低
マルクス 126 1 3 11 34 16 19 28 14
ヘーゲル 124 12 8 23 18 25 23 15
スミス 74 3 7 1 31 6 8 10 8
グラムシ 62
ロック 24 1 3 9 5 2 3 1
ヴェーバー 14
ミル 12 1 3 1 1 3 3
ヒューム 10 4 1 2 2 1
ソル
スマーーハ
カント 8 1 2 3 2
ファーガソン 4 1 1 1 1






1 2 8 6 25 20











合計 1935-49 1950s 1960s 1970s 1980s 1990s 2000s 2010-18
【図 4】欧米人名の量的変遷
1935-49 1950s 1960s 1970s
図書 15(9) 32(15) 19(12) 51(28)
逐刊 8(7) 42(26) 54(24) 278(117)
1980s 1990s 2000s 2010-17
図書 46(20) 106(45) 396(133) 323(110)











civilisは専ら国制を指した（Riedel, Manfred 1975=1990） （Kocka, Jurgen 2002）．
しかし 20 世紀日本の学術語としての市民社会はむしろ人々が形成する，国制
















だった．『国富論』に ‘civil society’ という成句は 1回だけ，何を指すか不明瞭
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な仕方で用いられるだけである（Smith [1776]1986:vol2.399） ．5） 
　要するに，語用法を見る限り，20 世紀日本の学術語としての市民社会はラ























5）　『国富論』に ‘civilized society’ は 13 回出現する（Smith [1776]1986:vol.1, 17, 97, 314, 459; vol.2, 





























































明「市民社会と社会主義」をめぐって」を 3 回にわたり雑誌『思想』（550, 



































































　「食事」の出現は 1959-60 年に児玉定子が昭和女子大学の紀要『学苑』235, 





























































　1960 年代から 1970 年代の逐刊では「公害」「大衆社会」「ごみ処理」「ロッ
キード」の頻出が特徴的である．同じ時期の図書に特徴的な頻出語句は「背
景」「個人」「なぜ」「提言」である．
　「公害」（7件）の出現は 1969 年 6 月に雑誌『科学朝日』が組んだ特集の題
目「公害問題と市民社会」，およびその特集記事群である．
　この特集において，実際に文中に市民社会という語句が出現するのは磯村英



































































4．5　1970 年代後半から 1980 年代前半の「提言」
　この時期の図書 2件における「提言」の特異な出現は，日本生産性本部産業
教育委員会『これからの経営理念と産業人の価値観 : 提言と調査研究 : 企業市
民社会の概念を中心に』（日本生産性本部 1979）と，みなと経済振興懇談会研



















































































































　1990 年代に特異に頻出する「非営利」（28 件）は，その後も，2000 年代に





新しい 28.6 新しい 33.1 公共 19.6
企業 17.9 日本 23.3 役割 19.6
ngo 14.3 可能性 21.8 新しい 19.6
展望 14.3 求める 18.0 ngo 17.6
地域 10.7 ngo 17.3 日本 15.7
ボランティア 10.7 役割 17.3 参加 11.8
課題 10.7 ２１世紀 15.0 ボランティア 11.8
２１世紀 10.7 課題 12.0 課題 11.8
現在 10.7 公共 10.5 地域 9.8
法 10.7 ソーシャル 8.3 運動 9.8
アメリカ 10.7 政府 8.3 現在 9.8



























記録しているが，初出は 1990 年代初頭である．この 3語句いずれかが出現す
る図書・逐刊題目を抽出すると，計 558 件（1990 年代図書 11 件，逐刊 54 件，


































総数 95-99 00-04 05-09 10-14 15-18
グローバル 38 1 8 19 8 2
国家 24 2 4 7 6 5
地域 24 0 4 14 3 3
日本 21 0 4 14 2 1
都市 21 0 2 16 1 2
地方 17 0 2 12 3 0
市場 16 0 1 11 3 1
企業 13 1 1 9 2 0
ＮＰＯ 12 0 3 7 2 0
アジア 12 0 0 10 1 1















市民社会言論の全体の傾向（33 件）でもある．「韓国・朝鮮」との共起 18 件






アジア 3 38 1.9 政治 28 42 2.0 日本 35 56 1.7
日本 2 25 0.8 日本 27 40 1.2 アジア 21 34 1.7
東アジア 2 25 1.9 研究 21 31 2.4 東アジア 18 29 2.2
国家 2 25 2.5 民主化 19 28 1.9 運動 14 23 1.4
現代 2 25 2.7 運動 17 25 1.5 中国 12 19 1.7
国際化 2 25 2.8 アジア 15 22 1.2 政治的 11 18 0.9
国家 13 19 2.0 国際化 10 16 1.8
現代 11 16 1.8 民主化 9 15 1.0
課題 11 16 1.8 問題 9 15 1.6
世界 10 15 1.8 法 8 13 1.7
変化 10 15 2.1 中心 7 11 1.5
文 化 9 13 2.0 歴史 7 11 1.5







　「中国」は 2010 年代に特異な頻出を記録しているが，その頻出は 1990 年代
から始まっている．【図 8】は 90 年以降「中国」と頻繁に共起した語句のリス
トである．90 年代には「編成」「成立」など，00 年代には「企業」「アメリカ」
「役割」など，10 年代には「制度」「思想」などが特異に共起している．








ngo 2 25 1.7 アジア 12 27 0.9 アジア 21 34 1.2
編成 2 25 3.0 日本 11 25 1.3 日本 19 31 1.7
成立 2 25 3.0 現代 7 16 1.9 関係 14 23 1.9
歴史 2 25 1.7 グローバル 7 16 1.3 東アジア 11 18 1.3
アジア 2 25 0.9 市場 6 14 1.5 国家 9 15 1.6
経済 6 14 1.5 韓国・朝鮮 9 15 1.1
国家 6 14 1.4 制度 8 13 2.0
関係 6 14 1.1 形成 8 13 1.8
韓国・朝鮮 6 14 1.0 歴史 8 13 0.9
企業 5 11 3.0 可能性 7 11 1.7
アメリカ 5 11 3.0 課題 7 11 1.5
変容 5 11 2.6 民主 7 11 1.1
役割 5 11 2.3 思想 6 9.8 2.4
視点 5 11 2.3 展開 6 9.8 1.8
課題 5 11 1.5 現代 6 9.8 1.1




























いて特異な頻出を見せるのは 2010 年代であり，2000 年に先立つ用例は図書に
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The Term ‘Shimin Shakai (Civil Society)’ in Japan:
A History of an Idea Using Text Mining Techniques
Teruhito SAKO
Doctor of Sociology
Professor, Tokyo Metropolitan University
The semantic history of the term Shimin Shakai (Civil Society) is one of the 
most important keys to understand modern Japanese social thoughts in general. This 
paper clarifies the process of the metamorphoses of Civil Society, by using text-mining 
techniques. Text-mining is a general name for the statistical analyses of natural 
language texts. In this paper I measure occurrence frequency and co-occurrence 
frequency of the term ‘Civil Society’ in Japanese book titles and periodical article titles, 
decade by decade. 
First of all, from 1930s to 1950s, Civil Society was strongly associated with 
‘Marx’ , ‘Hegel’ , ‘Locke’ , and ‘Smith’ in the publication titles. This suggests that the 
earliest Japanese conception of Civil Society was predominantly affected by a Marxist 
view of bürgerliche Gesellschaft. That is to say, on the one hand, Japanese socialists 
understood Civil Society as equivalent to ‘system of greed’ to which the modern 
industrial capitalism necessarily gives rise. According to them, Civil Society should be 
surmounted by labor class revolution. On the other hand, liberalists found the ethos of 
Civil Society in the writings of John Locke and Adam Smith, claimed that Japanese 
should realize the voluntary association of the people who is free and equal. 
In 1960s, ‘Taishu Shakai (Mass society)’ co-appeared with Civil Society 
frequently. This indicates that the liberalists found the Japanese society as affluent, 
politicized, and electronically mediated mass of people. Masamichi ROYAMA, and 
Eiichi ISOMURA among others argued Japanese Civil Society should be modified as 
日本における市民社会という語句68
voluntary civic organizations who mediate the mass and the ruling elites. 
From late 1960s to early 70s, ‘Kiyoaki HIRATA’ co-appeared with Civil 
Society frequently. HIRATA was one of the non-traditional Marxists who understood 
Marx’s vision of proletariat revolution as it must be the self-realization of the modern 
Western liberal democratic ethos. And many Japanese intellectuals found that it is 
meaningless to plot socialist revolution in Japan anymore. 
From late 1970s, the co-appearance of ‘Gramsci’ with Civil Society grew. 
Antonio Gramsci was of course a socialist, but his conception of ‘società civile (civil 
society)’ was quite similar to the 1960s Japanese liberalist’s, i.e., the mediating 
institutions that are not identical both with the ruling elites and mass. 
From 1990s until 2010s, Civil Society has been well adapted to the volatile 
situation of Globalization, and working as a major conceptual tool to monitor our 
social world. Why is it? The Japanese cultivated their conceptions of Civil Society to 
meet their own needs. It is a theoretical amalgam of neo-Gramscian and liberalist 
traditions, but it became their own blood and flesh through their historical experiences. 
